






























誘発効果が指摘されている (Alao，Yolles， & Armenta， 
1999; Prior， 2004; Rajagopal， 2004; Schmidtke， Schal・







2008; Miller & Gergen， 1998 ;末木， 2009)、自殺や自
殺念慮を抱いた者への対応方法に関する心理教育を行う
試みなどがある (Seabury，2005 ;末木， 2010)。特に前
者においては、同じように自殺をしたがっている匿名の
人たちとやりとりすることがサポートとなり孤独感など






























Gri閉めs，& Rooney， 2005; Zonda， Bozsonyi， Veres， 日本、対象期間を2004年1月から 2009年12月とし、「自
Lester， & Frank， 2008-2009)。 殺JrうつJr死にたいJr死Jr自殺方法Jの5つの語に
上述のような曜日の持つ既遂自殺への影響に加え、自 ついての全ての日の相対的検索度数のデータを収集し
殺関連語の検索ボリュームωと既遂自殺者数が相関を持 た。調査対象とした5つの検索用語は、日本にお砂る自



















調査対象期聞は2004年から 2009年である。これは、検 とし、 rsuicideJ r depressionJ r commit suicideJ r deathJ 
索エンジンの利用状況のデータを提供している Google rhow to suicideJの5つの語についての全ての日の相
Insights for Search (以下、 GISと略)のデータ提供期 対的検索度数のデータを収集した。調査対象とした5つ
聞を考慮して決定した。自殺関連語の検索状況に関する の検索用語は、自殺関連語の検索ボリュームの大きいも










Googleが世界で最もよく利用される検索エンジンだか た。 10の公休日とは、 NewYear's Day (1月1日)、
らである。 MartinLuther King Bi吋lday(1月の第3月曜日)、






Day (9月の第1月曜日)、 ColumbusDay (10月の第2
月曜日)、 Veteran'sDay (11月11日)、 Thanksgiving
Day (11月の第4木曜日)、 ChristmasDay (12月25日)
である。その結果、分析対象となった週は、 1suicideJが
241週、 1depressionJが247週、 1commit suicideJが242




を全世界、対象期間を 2004年 1月から 2009年12月と










































見たところ、 1depressionJを除く 4つの検索語 (1sui-
cideJ 1 commit suicideJ 1 deathJ Ihow to suicideJ)に
おいて日曜日の検索ボリュームが最も大きく、 3つの検
索語 (1suicideJ 1 commit suicideJ Ihow to suicideJ) 
において土曜日が2番目に大きな検索ボリュームを示し
ていた。 Bonferroni法による下位検定において土曜日と














結果 見たところ、「うつJを除く 4つの検索語 (rsuicideJ 
r commit suicideJ r deathJ rhow to suicideJ)におい
日本の結果 て日曜日の検索ボリュームが最も大きしその次が土曜
分析の結果、全ての検索語における曜日の主効果は有 日となっており、平日の検索ボリュームは休日にくらべ
意であった (Table.1参照)。曜日毎の検索ボリュームを て少なくなっていた。 Bonferroni法による下位検定にお
-35ー




























































































































































*ρ< .05， **ρ< .01， ***P< .001 

























































































































































*ρ< .05， **ρ< .01， ...ρ< .001 






















































































































































本ρ<.05， **ρ< .01， **ホp<.001 
=Suicide 
圃ー・ー-Depression 
『ー世ー Commitsuicide -・ー Dea出
ーー -ーHow to suicide 











































The United States Japan 
一週間の自殺関連語の検索ボリュームの変化の比較
Miyake， Okamoto， et al.， 2000)、自殺という行動レベ
Jレの話ではなく気分や感情といったレベルにおいては、
well-beingは日曜日が最も低下するとする研究がある
(Clark & Watson， 1988)。この現象はSundayNeuro-
sisと呼ばれ、翌日からまた新たな週が始まることを憂う
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